
　認定こども園妹背牛保育所で園児たちが、地域の活性化を目指した活動をしている「ファーマーズクラブ雪月花」の皆さんに教えてもらいながら野菜の苗や種を植えました。植えた野菜はニンジンやトマト、長ねぎ。天気が心配されましたが、子どもたちの行いの良さが幸いしてか、作業は雨が降ることなく進められました。子どもたちは畑作業というよりも土に触れる事に夢中の様子。手を泥だらけにしながら、夏に大きく実った野菜の収穫を楽しみにしています。

立派に育ってね

また来るね

　新しく妹背牛温泉ぺぺルの総料理長を任
され

た小向栄基さん（57）。富良野で生まれ育
ち、

高校を卒業後は横浜銀行の保養施設で3年
間の

修業をし、調理見習いとして和食の基礎を
学び

ました。その後、北海道のニュー富良野ホテ
ル、

サホロリゾートに25年勤務しました。

　今回の総料理長就任にあたり、『店の現
状を

分析し、訪れるお客様のニーズをとらえて
料理

のコンセプトづく
りをするなど、改
善を進めていきた
い』と意気込んで
います。サホロリ
ゾートで身に着け
た技術を活かした
メニューなど今後
の展望も考えてお
り、これからの米
里が楽しみです。

ぺぺルに総料理長が就任

　認定こども園妹背牛保育所の
園児たちが、

グループホームべにばらを訪れ
、交流会を行

いました。10名の子どもたちが
登場すると、

入居者の皆さんは拍手で歓迎。
歌や踊りなど

の発表が行われると、皆さんか
らは「かわい

いねぇ」という声が聞こえまし
た。発表が終

わると一人ひとりと握手。子ども
たちから「ま

た来るね」と声をかけられえる
と、感極まっ

ている方もおられました。最後
には発表のお

礼にお菓子が贈られました。
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　町道東2丁目線を駅前倉庫に向かっていく
と、1区 3町内の荒井一隆さん宅の庭に左右
にまっすぐ枝が伸びたオンコの木が目に入り
ます。父親の庄蔵さんが40年ほど前に植え、
枝の剪定をしているうちに、まっすぐ横に枝
が伸びる形になったもの。現在は一隆さんが
引き継ぎ大切に育てていますが、長い枝は 5
㍍近くにもなり、「人が通せんぼしているみ
たいに見える珍しい木だね」と、立ち止まっ
て眺めて行く人もいるそうです。

通せんぼの木

　町内を妹背牛中学校の生徒が巡回し、廃品
回収が行われました。生徒たちはＰＴＡ役員
や教職員と協力し、担当地区に分かれて軽ト
ラックや自転車で古新聞、古雑誌などを回収。
校舎前で、集めた廃品のトラックへの積み込
みに汗を流しました。生徒たち自らも行った
事前の周知活動のおかげで回収もスムーズ。
天気が良く、日差しが照り付けるなか、元気
に作業を行ないました。

中学校廃品回収水田の中、初めての感覚

　コープさっぽろお米たん
けん隊の田植えツ

アーが妹背牛町ふれあい農
園で行われまし

た。参加した札幌市内の３９
名の親子連れは、

到着するとまずラジオ体操
からスタート。体

がほぐれると佐藤技師から
田植えの工程や足

がはまってしまったときの
対処法などについ

て説明を受けました。裸足
で田んぼに入って

みると、子どもたちからは
「気持ちいいー」

などと声が上がり、少々不
ぞろいな並びなが

らもしっかりと植えられまし
た。
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　妹背牛駅前のロータリー付
近では毎朝ラ

ジオ体操の音声が流れていま
す。これは「駅

前町内会ルネッサンス」が 4
年前から行っ

ているラジオ体操で、山崎雄
大さんが中心

となっています。この日も約
20名の老若

男女さまざまな世代の町民が
集まり元気に

ラジオ体操。みなさんの近況
報告会や異世

代交流の場にもなっています
。

朝から元気に
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